
2
2009 Feb
No.38

夢や抱負を筆に込めて
福田小学校書初め会
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　新春恒例の書初め会で筆
を振るう福田小学校の児童。
３年生以上の児童たちは、真
剣なまなざしで課題を書き
上げていました。

今月の表紙

 ０２　南部町成人式

 ０６　新年互礼会、消防団出初式

 ０７　大規模断水事故

０８　タウンニュース＆インフォ

 １０　達者村認証産品

 １１　達者人コラム

 １２　子育て支援センター

 １３　名川病院ガイド

 １４　バーデパークだより

 １５　としょしつ通信

 １６　くらしのカレンダー

 １８　まちの話題

 ２０　お知らせ

 ２４　議会だより

 ３２　南部町の花木鳥を制定

と
式
辞
。
新
成
人
を
代
表
し
て 
稲 
い
な

 
津 つ 
誠  
治 
さ
ん
と

せ
い 
じ

 
奥  
瀬 

お
く 
せ 

由 ゆ 
衣 
さ
ん
が

い

「
希
望
と
目
標
を
持
ち
、
精
一
杯
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、 南
部
地
区
小
向
の 
本
沢 

も
と
さ
わ 

博  
路 
さ

ひ
ろ 
じ

ん
を
は
じ
め
と
す
るO

n
lin
e

（
オ

ン
ラ
イ
ン
） 

の
メ
ン
バ
ー
が
、 会
場

に
熱
い
歌
声
を
響
か
せ
な
が
ら
新

成
人
を
祝
福
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
や
ロ
ビ
ー
で
は
恩
師
や
同

級
生
と
の
再
会
を
喜
び
、 近
況
を
報

告
し
た
り
記
念
撮
影
を
す
る
な

ど
、
晴
れ
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

南
部
町
成
人
式
が
１
月　

日
に

１１

名
川
町
民
ホ
ー
ル
「 
楽 ら 
楽 
ホ
ー
ル
」

ら

で
開
か
れ
、 華
や
か
な
和
服
や
ス
ー

ツ
姿
の
新
成
人
が
大
人
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
男
性
１
２
７

人
、 女
性
１
３
９
人
の
合
わ
せ
て
２

６
６
人
。
対
象
は
昭
和　

年
̐
月

６３

２
日
か
ら
平
成
元
年
̐
月
１
日
生

ま
れ
と
、 平
成
生
ま
れ
が
初
め
て
大

人
の
仲
間
入
り
を
す
る
一
方
、 昭
和

生
ま
れ
最
後
の
成
人
式
と
な
り
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
工
藤
町
長
が
「
皆
さ

ん
の
無
限
の
可
能
性
を
見
出
す
努

力
で
、
夢
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
」

晴
れ
や
か
に
大
人
の
門
出
を
祝
福

南
部
町
成
人
式
が
開
か
れ
る

ニュースポーツフェスティバ

ル／ＭＲ混合２期予防接種／

まちづくり懇談会／チェリウ

スの入浴料を改正
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■１ ■２ 新成人を代表して謝辞を述べる 稲  津 さんと
いな つ

 奥  瀬 さん
おく せ

■３ 工藤町長から記念品の目録を受け取る 澤向 
さわむかい

 美  沙  希 さん
み さ き

■４ 笑顔の尽きることない新成人

■５ 久しぶりの再会に話が弾みます

■６ 人生の節目を歌で祝福したオンラインのメンバー

■７ 会場のあちらこちらで、思い出をカメラにおさめていました
■１ 

■２ 

■４ ■３ ■５ 

■６ ■７ 

南部町成人式



4広報なんぶちょう　２月号

 長  坂 
なが さか

 和  也 さん（福地地区埖渡）
かず や

 島  守  麻  衣 さん（福地地区麦沢）
しま もり ま い

 髙  原 
たか はら

 宗平 さん（南部地区大向）
しゅうへい

 大  下  麻  衣  子 さん（福地地区法師岡）
おお した ま い こ

 田  村  優  子 さん（南部地区大向）
た むら ゆう こ

 高  橋 
たか はし

 紗  也  佳 さん（名川地区法光寺）
さ や か

 小  山 
こ やま

 恭平 さん（名川地区平）
きょうへい

 小  坂 　
こ さか

 望 さん（名川地区斗賀）
のぞみ

上 平    
うえたいら

 諭直 さん（南部地区大向）
さとし

 坂  本 
さか もと

 弥生 さん（南部地区小向）
やよい

 夏  堀  信  之  介 さん（福地地区小泉）
なつ ぼり しん の すけ

 森 　
もり

 直  子 さん（南部地区大向）
なお こ

二
十
歳
の
誓
い
新
成
人
の
代
表
者
に 
二  
十  
歳 
の
決
意
を
聞
き
ま
し
た
。

は 

た 

ち
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 四  戸  亮太 さん（名川地区高瀬）
し のへ りょうた

 西  村 
にし むら

 美  帆 さん（南部地区大向）
み ほ

 木  村 　
き むら

 丈 さん（福地地区福田）
たける

 中  坪 
なか つぼ

 由  美  香 さん（名川地区平）
ゆ み か

がんばれ！新成人
社会人の先輩からエール

　みんな、話の受け答えがしっかりし、

立派になっていてうれしく思います。夢

を持って何事にもくじけずに頑張ってく

ださい。

 村  上  　
むら かみ

 恵  教諭（元名久井第一中学校）
めぐみ

恩師

　合唱コンクールが心に残っている学年

です。つらいときも歌を口ずさむような

気持ちで乗り越えてください。

 江  戸   史  子  教諭（元剣吉中学校）
え ど ふみ こ

恩師

　大人になった姿をうれしく思います。

今まで育ててくれた人たちへの感謝の気

持ちを忘れずに、立派な社会人として活

躍することを期待します。

 古  市  　 寛  教諭（南部中学校）
ふる いち かん

恩師

　自分を見つめて将来を熱く語る姿勢を

うれしく思いました。夢を持ち続け、そ

の夢を叶えてください。

 佐  藤   俊  之  教諭（元福地中学校）
さ とう とし ゆき

恩師

　大事なのは 「つくる」 「伝える」「つな

ぐ」の３つ。さまざまなものを歴史として

残し、次の世代へつなげてください。

　解雇や経済など世の中は暗いニュース

ばかりですが、少しのことでもへこたれ

ず、強い心を持って頑張ってください。

 本  沢   博  路  さん（南部地区小向）
もと さわ ひろ じ

記念コンサートで演奏

On line（オンライン）

社長　 川  守  田   洸  太  さん（名川地区剣吉）
かわ もり た こう た

成人式の運営に協力

名川地区青年団「無限会社ファンファン」

南部町成人式
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町
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

南
部
町
新
年
互
礼
会
が
開
か
れ
る

　

名
川
町
民
ホ
ー
ル
「 
楽  
楽 
ホ
ー

ら 

ら

ル
」
で
１
月
̒
日
、
約
̏
百
人
が

出
席
し
て
「
平
成　

年
南
部
町
新

２１

年
互
礼
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
工
藤
町
長
が
「
町

民
の
皆
さ
ま
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
践
し
て
い
き
た
い
」
と
新

年
の
決
意
を
語
っ
た
ほ
か
、
南
部

町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労
褒
賞

お
よ
び
善
行
表
彰
の
授
与
も
行
わ

れ
、
受
賞
者
一
人
一
人
に
工
藤
町

長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
る
と
、
受
賞
者
を
代
表
し
て 
東 

ひ
が
し

 
壽  
一 
さ
ん
が
「
受
賞
に
お
ご
る
こ

と
し 

い
ち

と
な
く
一
層
精
進
に
努
め
、
こ
れ

か
ら
も
町
の
た
め
に
尽
く
し
て
い

き
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
花
木
鳥
に
つ
い
て
、

町
の
花
に
「
ぼ
た
ん
」、
町
の
木
に

「
赤
松
」、
町
の
鳥
に
「
う
ぐ
い
す
」

を
制
定
し
た
こ
と
が
工
藤
町
長
か

ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
続

く
祝
宴
で
は
「
ぼ
た
ん
」「
赤
松
」

「
う
ぐ
い
す
」
に
応
募
い
た
だ
い

た
人
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抽
選
で

選
ば
れ
た
応
募
当
選
者
に
、
工
藤

町
長
か
ら
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。（
関
連
記
事　

ペ
ー
ジ
）

３２

功労褒賞

 東 　
ひがし

 壽 
とし

 一  さん
いち

名川地区高瀬

善行表彰

川守田三次郎 さん
静岡県浜松市

善行表彰

坂本　 咲  さん
さき

福地地区福田

第42回全国高等

学校馬術競技大

会において団体

戦３位に入賞し、

南部町の名誉を

高揚

平成20年度にお

いて南部町立名

久井小学校など

にグランドピア

ノ等を寄贈し、

音楽教育の向上

に貢献

多年にわたり南

部町議会議員の

職にあって、公

共の福祉の向上

に寄与し、地方

自治の振興発展

に貢献

沿道の観衆に威風堂々の行進を披露する消防団員

　平成２１年南部町消防団出初式が１月４日、福地地区福

田を会場に開かれ、一糸乱れぬ行進や伝統のはしご乗り

などを通して、防災への決意を新たにしました。

　式典には、町内３２分団約６８０人の団員が参加。工藤町

長の観閲、徒歩部隊および車両部隊の行進に続く福地体

育センターでの式典では、工藤町長が「有事の際には訓

練の成果を発揮し、災害を最小限に食い止めることを切

望します」、及川卓男連合消防団長が「不測の事態にも迅

速に対処できるよう精進してください」と、それぞれ訓

示を述べました。

　また、優良消防団員や初期消火協力者らへの表彰を

行ったほか、団員がまとい振りやはしご乗りで勇壮な火

消しの心意気を披露し、来賓や町民など観衆を沸かせて

いました。

勇壮な火消しの心意気を披露
平成２１年南部町消防団出初式

感謝状贈呈（町長賞）敬称略
初期消火・救助による協力者

　中林昭男、松森邦雄、松野サダ子、松野奈保子、松野
健春、稲葉勇、若本義男、中村末広、中村君弘、
長根喜一、工藤信吉、工藤徳彦、工藤幸弘、相内
洋夫、相内タケ、相内知巳、沼畑農夫也
用地提供による協力者

　南部町大字平字下平外十四字財産管理会
内助の功労者（２５年以上勤続団員）

・工藤久江（名川第３分団 工藤茂団員）
・日渡とし子（名川本部 日渡久人分団長）
・高森悦子（名川第３分団 高森秀光分団長）
・坂本裕子（名川第３分団 坂本ひろし副分団長）
・西塚淳子（名川第10分団 西塚淳部長）

表彰状授与（団長表彰）敬称略
南部町消防団優良分団

　福地第５分団、名川第１分団、南部第２分団
南部町消防団優良団員

・福地消防団／川守田浩、川井秀紀、中川原俊一、澤
向良明、高橋文武、小橋拓也、工藤竜志、佐々木
秀文、八幡光広
・名川消防団／佐々木清智、小萩沢雪男、工藤省吾、
工藤信仁、若本光男、林広康、出町智洋、田中一
樹、佐々木慶太、川村賢治、河村伸之
・南部消防団／山崎勝弘、工藤孝浩、小國久人、貝守
広、堀場知行、西舘貞尚、水梨祥介、坂本昌人、
坂本淳一

個人情報保護のため
ホームページへの掲載は

省略します。
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平
成　

年
１
月
１
日
、
八
戸
市
坂
牛
地

２１

区
の
馬
淵
川
か
ら
白
山
浄
水
場
へ
水
を
送

る
導
水
管
に
漏
水
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
断
水
事
故
に
よ
っ
て
、
当
町
の
ほ
か

八
戸
市
、
三
戸
町
、
五
戸
町
、
階
上
町
、
お

い
ら
せ
町
、
六
戸
町
の
７
市
町
８
万
８
千

世
帯
、　

万
７
千
人
に
影
響
が
出
ま
し
た
。

２２

　

当
町
で
も
１
日
か
ら
断
水
が
始
ま
り
、

断
水
地
区
は
時
間
と
と
も
に
広
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。
町
の
給
水
タ
ン
ク
の
ほ
か
、

県
の
要
請
を
受
け
た
自
衛
隊
の
協
力
を
得

て
、
翌
２
日
朝
６
時
か
ら
町
内
８
カ
所

（
時
間
に
よ
っ
て
は
９
カ
所
）で
給
水
活
動

を
開
始
。
断
水
し
た
家
の
人
た
ち
は
ポ
リ

タ
ン
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
持
参

し
、給
水
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

断
水
事
故
を
受
け
て
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
や
、
日
ご
ろ
か
ら
要
支
援
者
の
見

守
り
活
動
を
続
け
て
い
る
ほ
の
ぼ
の
交
流

協
力
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
へ
の
給
水
支
援
活

動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
水
は
、
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
。
給
水
支
援
活
動
く
だ
さ
い

ま
し
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
月
３
日
の
夜
遅
く
に
は
、
町
内
全
世

帯
で
断
水
か
ら
復
旧
。
２
日
間
で
町
内
の

給
水
所
を
訪
れ
た
人
は
約
１
千
６
百
人
。

名
川
病
院
で
の
人
工
透
析
患
者
へ
使
用
し

た
水
と
あ
わ
せ
、
給
水
量
は
約
５
万
４
千

６
百
㍑
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

蛇口から出ない水。その大切さを痛感。
新春の家庭を襲った１市６町の大規模断水事故

　町内放送を聞いて、水をため

てくださいと断水のことを教え

て歩きました。水道の止まった

３日に再度訪問し、水を必要と

していたおじいさんに届けまし

た。喜んでもらえて良かったと

思っています。

民生委員・児童委員

山内 一男さん（南部地区相内）

　水道が止まるとご飯が炊けな

くなるので、せめて朝ごはんだ

けでもと思い、２日の朝に五目

ご飯を炊いて水のことを確認し

ながら配りました。皆さんにと

ても喜んでもらい、わたしもう

れしくなりました。

民生委員・児童委員

田村 紀 
き

 美 さん（福地地区埖渡）
み

　２日の朝に水道が止まったの

で、近所に住むおばあさんのこ

とが気になり、家の井戸水を

ペットボトルに汲んで訪問しま

した。「ご親切にありがとう」と

何度も頭を下げてくださり、う

れしく思いました。

ほのぼの交流協力員

村井ヤヱさん（名川地区平）

Interview　一人暮らしの高齢者など、断水で困っている人たちに支援活動を行った委員の人に伺いました。

おわびとお礼
　
　１月１日に発生した漏水事故により、町民の皆
さまには大変ご迷惑をお掛けしたことを、心から
おわび申し上げます。
　また、断水でご迷惑をお掛けしたうえに、節水
のお願いをいたしましたが、皆さまのご協力によ
り、全域で水の供給が開始できました。まことに
ありがとうございました。

八戸圏域水道企業団 ☎０１７８・７０・７０００

　町施設利用者に影響なし

【チェリウス】宿泊、食事、入浴とも貯水タンクの水で賄

い、利用者への影響はありませんでした。

【バーデハウスふくち】入浴、プール、宿泊などは地下水を

使っており、利用者への影響はありませんでした。

【名川病院】入浴は貯水タンクで賄いました。食事と人工

透析患者は、町の給水車およびＢ＆Ｇ海洋センター貯水

タンクの水で対応しました。

【老健なんぶ】貯水タンクで賄い、利用者に影響はありませ

んでした。
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町のニュースと情報をお知らせします

　４月の業務開始を予定していた新しい学校給

食センターは、鋼材不足の影響により工期を５

月末まで延期いたしました。

　完成後は、設備の点検や試運転による機器の

確認などに１カ月ほど要します。その後は、学

校の夏季休業を利用した調理機器の操作および

調理実習を行い、８月下旬から給食を提供する

予定としています。

　それまでは、現在ある３つの学校給食セン

ターが今までどおり給食を提供しますので、皆

さまのご理解をお願いいたします。

■問合せ先　教育委員会学務課

☎０１７９・３４・２１１１

工期を延期
鋼材不足の影響を受ける

学校給食センターは８月業務開始予定

　各地区の交流および仲間づくりを目的に

「ニュースポーツフェスティバル」を開きます。

■日時　３月１５日□日  ９時３０分〜１５時３０分
■場所　南部町民体育館

■種目　インディアカ、軟式バレーボール、

シャッフルボード、室内グラウンドゴルフ、

室内ペタンク、ユニホック、バウンドテニス、

ドッチビー

■資格　南部町民（小学生以上の個人またはグ

ループ）

■参加料　無料

■申込み・問合せ先　３月６日□金 までに、南部
町民体育館（☎０１７９・３４・２７６１）へ電話でお

申込みください。

開催案内
さわやかなスポーツの汗を流そう

ニュースポーツフェスティバル

　平成２１年度に南部町立学校給食センターへ物

資納入を希望する業者は、各学校給食センター

にお越しください。

■受付期限　２月２５日□水 
■問合せ先

　渇名川学校給食センター ☎０１７８・７６・２７４６

　渇南部学校給食センター ☎０１７９・２３・３８２２

　渇福地学校給食センター ☎０１７８・８４・２２０１

給食物資
安全・安心な学校給食を

物資納入業者を受け付け

　対象となるお子さんの保護者には昨年３月に

通知しましたが、まだ接種を受けていない人

は、３月３１日□火 までに町が指定する医療機関で
受けてください。日程につきましては、１６ペー

ジの「くらしのカレンダー」をご覧になるか、

お問い合わせください。

■対象　就学前の児童（平成１４年４月２日から

平成１５年４月１日生まれ）

■費用　無料。ただし、４月１日以降に接種し

たときの費用は自己負担。

■問合せ先　健康福祉課 ☎０１７８・７６・２１１１

予防接種
お済みでない人はお早めに

ＭＲ混合（麻しん風しん）２期
予防接種

タウンニュース&インフォメーション

9 広報なんぶちょう　２月号

TOWN  NEWS & INFORMATION

自ら撮影した写真で地域の良いところと改善したいところ
を説明していました

　町の暮らしについて、町民の皆さんと工藤町

長が話し合う「まちづくり懇談会」を開催しま

す。これからの町に何が必要なのか、何ができ

るのかを一緒に考えませんか。皆さんが日ごろ

感じているまちづくりへの思いを、この機会に

お聞かせください。

　当日は、町の進む方向性をお示ししながら、

皆さんと話し合いたいと

思います。どうぞお気軽

にご参加ください。多数

の皆さんのご参加をお待

ちしています。

■日時・場所（ご都合のいい会場へお越しください）

■申込み・問合せ先　総務課 ☎０１７８・８４・２１１１

開催案内
ともに考えよう。町の未来

まちづくり懇談会を開催します

　町の特性に応じた農業生産基盤や生活環境の

整備などを総合的に推進するために、町は「南

部町農村振興基本計画」を作成中です。

　１月９日には、町内会や婦人会、農業者団体

などコミュニティ組織の代表者３４人によるワー

クショップ会議が開かれ、メンバーが事前に撮

影した「地域の良いところ・改善したいところ」

の写真を使い、それぞれのマップを作成。今後

は、マップをもとに「自然資源の活用」「住みや

すい安全な生活環境の整備」などの提言につい

てまとめ、今年３月の計画書完成を目指します。

計画書作成
今年３月の完成を目指す

南部町農村振興基本計画

　中央公民館主催の「趣味の教室」は、６人以

上の町民が興味や関心のある教室を希望したと

きに、町が講師の依頼や謝金の一部を援助する

もので、今年度はコーラスや南部手踊り、よさ

こいなど２０教室が開かれました。

　１年間の学習成果を披露する発表会を次によ

り行いますので、お気軽にご来場ください。

■日時　２月２２日□日  １２時５０分〜
■場所　中央公民館

■内容　各教室によるステージ発表および展示

発表

■入場料　無料

■問合せ先　中央公民館 ☎０１７８・７６・２３２３

１年間の成果を披露

趣味の教室発表会

発表会案内

場　所時　間期　日

ゆとりあ１８時３０分〜２月１７日□火 

中央公民館１８時３０分〜２月１８日□水 

ぼたんの里１８時３０分〜２月１９日□木 

　平成２１年４月１日から「チェリウス」と「ぼ

たんの里」の入浴料を改正することになりまし

た。皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、何卒

ご了承くださいますようお願いいたします。

■チェリウスの改正内容

■ぼたんの里の改正内容

■問合せ先　チェリウス ☎０１７８・７６・１００１

　　　　　　ぼたんの里 ☎０１７９・２０・６１１１

入浴料改正
４月１日から実施

入浴料を改正

改正後改正前区　分

４２０円３９０円大　人

１５０円１５０円小・中学生

無 料無 料幼　児

４,２００円３,９００円回数券（11枚綴）

改正後改正前区　分

無 料無 料
60歳以上の町民
および未就学児童

４２０円３９０円
15歳以上の人
（中学生除く）

１５０円１５０円小・中学生
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ナイター軟式バレーボール大会
参加チーム募集参加チーム募集

　町は、ビーチボールを使った「ナイター軟式バレーボー

ル大会」の参加チームを募集しています。

■日時　３月４日□水～３月１９日□木　１９時１０分試合開始
■場所　名川Ｂ＆Ｇ海洋センター

■資格　町民（１８歳以上の町民で学生除く）

■チーム編成　町民運動会で編成されたチーム。男子４０歳

以上、女子、オープン参加の３部門があります。

■参加料　無料（保険料実費）

■申込み・問合せ先　行政員やスポーツ推進員に送付する

申込用紙に記入のうえ、２月２６日□木までに、町民体育館
へ提出してください（☎０１７９・３４・２７６１）。
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外科、内科、循環器科、皮膚科、肛門科
アレルギ－科、歯科

診療科名川病院ガイド 問合せ先
☎ 0178・76・2001
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だより
厚生労働大臣認定・健康増進施設

☎ 0178・84・2850
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潤としょしつ通信
名川中学校図書室１階（☎ ０１７８・７６・３１２１）
休室日　２月９日□月 ／11日□水 ／16日□月 ／23日□月 ／27日□金 
　　　　３月２日□月 ／９日□月 ／16日□月 

新刊案内

福
地
短
歌
会

雪
道
に
孫
と
踏
む
雪
ひ
そ
や
か
に
鳴
り
て
今
年
の
陽
ざ
し
親
し
も　
　
　
 
川
守
田
慶
三

粉
雪
に
な
り
て
よ
り
降
る
夜
の
雪
予
感
当
た
り
て
朝
の
雪
掻
く　
　
　
　

石
塚　
　

守

父
の
齢
や
う
や
う
越
え
て
老
い
づ
け
る
足
を
鍛
え
て
吾
が
道
を
行
く　
　

大
久
保
雪
夫

ニ
ン
ニ
ク
も
ネ
ギ
も
良
し
と
ふ
味
噌
ダ
レ
の
口
ど
け
確
か
む
初
か
っ
け
鍋　
　

奥
寺　

睦
子

部
屋
ぬ
ち
に
や
は
き
冬
日
の
届
き
ゐ
て
友
へ
の
賀
状
や
う
や
く
書
き
終
ふ　

佐 
 々

木
教
子

正
月
の
会
に
集
ひ
し
孫
た
ち
は
ゲ
ー
ム
に
興
じ
憂
ひ
な
ど
な
く　
　
　
　

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

ふ
た
た
び
は
歩
む
こ
と
な
き
母
に
し
て
置
か
れ
し
ま
ま
の
白
き
夏
靴

つ
や
め
け
る
実
の
南
天
を
お
も
く
活
け
不
穏
な
る
気
を
追
ひ
や
ら
む
と
す

あ
け
ぼ
の
の
空
を
や
さ
し
く
鳴
き
合
ひ
て
白
鳥
と
び
ゆ
く
老
健
の
窓

そ
の
昔
選
手
で
あ
り
し
夫
と
観
る
箱
根
駅
伝
に
若
や
ぎ
な
が
ら

梵
鐘
の
音
を
耳
に
し
て
神
仏
に
若
水
そ
な
ふ
健
や
か
な
れ
と

雪
積
み
し
庭
を
彩
る
ふ
た
株
の
南
天
の
実
に
初
日
か
が
よ
ふ

ま
た
一
つ
年
を
重
ね
る
時
の
来
て
鐘
を
聞
き
つ
つ
心
ふ
さ
ぎ
ぬ

鳩
笛
は
土
の
温
み
を
音
に
し
て
吹
け
ば
ふ
く
ら
む
声
の
や
さ
し
さ

若　

草　

会

師
走
風
若
き
手
増
え
て
活
気
付
き
百
年
の
家
も
輝
き
満
つ
る　

宅
急
便
昨
夜
も
今
朝
も
配
達
あ
り
年
の
瀬
と
な
り
絆
を
運
ぶ

剪
定
で
雪
で
埋
ま
る
枝
先
き
を
し
っ
ぽ
ふ
り
ふ
り
犬
は
引
っ
ぱ
る

ま
べ
ち
川
水
面
に
遊
ぶ
鴨
の
群
鴨
の
浮
寝
を
慕
う
波
間
に

始
ま
り
は
一
人
居
ら
し
く
点
滅
す
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 
ド
ミ
ノ
の
ご
と
し

月
光
に
濡
れ
て
轟
く
コ
ン
パ
イ
ン
稲
穂
二
町
歩
穫
り
終
わ
り
た
り

雲
間
よ
り
射
光
漏
れ
出
ず
夕
暮
に
畑
の
農
夫
ら
ミ
レ
ー
の
絵
の
ご
と

積
り
た
る
落
葉
の
山
に
冬
し
ぐ
れ
泪
の
ご
と
く
一
と
日
降
り
け
る

佐 
 々

木
冴
美

大
羽
澤
榮
子

岩
舘　

す
み

馬
場　

雅
子

坂
本　

綾
子

荒
木　

弘
子

内
村　

貞
子

八
木
田
順
峰

川
村　

綾
子

一
ノ
渡　

綮

向
山　

敦
子

板
垣　

信
子

山
下　

幸
枝

奥 　

あ
さ
子

立
花　

京
子

西
舘　

和
子

泥棒に追い風
赤川 次郎　著

失踪した父・圭介の代わりに「Ｈ

興業」を継いだ清原さつき。ある

時、圭介が射殺死体で発見され、

さつきは復讐に燃える。一方、リ

ストラされ素人泥棒になった有田

広一は、自分に金をくれた圭介の

死を知って衝撃を受け…。

造花の蜜
連城 三紀彦　著

香奈子が恐怖に駆られたのは、

幼稚園の玄関前で担任の高橋が

こう言いだした瞬間だった。

「わたし、お母さんにちゃんと

圭太くん渡したじゃないです

か」。それは、この誘拐事件の

ほんの序幕にすぎなかった―。

２ FEBRUARY
876543212827262524232221201918171615141312111098765
SUNSATFRITHUWEDTUEMONSUNSATFRITHUWEDTUEMONSUNSATFRITHUWEDTUEMONSUNSATFRITHUWEDTUEMONSUNSATFRITHU

蒲郡ナイター大賞典

G Ⅰモーターボート大賞

若松ナイター一般戦

デーレース ナイターレース

G Ⅰ 関東地区選手権

蒲郡バレンタイン特別

G Ⅰ三国G Ⅰ 東海地区選手権

３ MARCH

G Ⅰ 平和島開設５４周年記念競走

若松ナイター一般戦

G Ⅰ女子王座決定戦

若松ナ イ ターし ぶき杯



金木

65
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 ペットボトル  名川Ａ・南部Ａ

 段ボール  名川Ｂ・南部Ｂ

 集団  ポリオ （ゆとりあ）

1312
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 可燃・新・雑・チラシ  名川Ｂ・南部Ｂ

 段ボール  名川Ａ・南部Ａ

 缶・ビン・ペット  福地

2019
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 新・雑・チラシ  名川Ａ・南部Ａ

 ペットボトル  名川Ｂ・南部Ｂ

 乳健  ゆとりあ

 個・小向  ＭＲ混合

2726
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 個・小向  三種混合

6５ 広報３月号発行予定日
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 ペットボトル  名川Ａ・南部Ａ

 段ボール  名川Ｂ・南部Ｂ

 ２歯  中央公民館

 個・小向  ＢＣＧ

1312
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 新・雑・チラシ  名川Ｂ・南部Ｂ

 段ボール  名川Ａ・南部Ａ

 個・小向  三種混合

土 SATURDAY／日 SUNDAY

7  南部地方えんぶり
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

8  南部地方えんぶり

14
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

15

21
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

22

28
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

３月１日

7  
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

8  

14
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

15 ニュースポーツフェスティバル

こ
の
ペ
ー
ジ
は
抜
き
取
っ
て
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す

 個・小向  …個別接種（小向クリニック）受付8時30分～12時、13時30分～16時　  個・南医  …個別接種（南部医院）受付10時～11時、17時～18時

 個・川外  …個別接種（川守田外科胃腸科）受付14時30分～15時　 個・名病  …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分

 個・南病  …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分　 集団  …集団予防接種（受付12時～12時20分）

FRIDAYTHURSDAY水火月

 可燃  …可燃物    不燃  …不燃物    粗大  …粗大ごみ    ペット  …ペットボトル    新  …新聞紙    雑  …雑誌    段  …段ボール
名川Ａ…名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ…名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ…南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10区、11区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ…南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ…福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ…福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地……福地全地区

11 建国記念の日109
 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 1・6  ぼたんの里

 可燃  福地

 不燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 ビン  名川Ａ・南部Ａ

 個・名病  ＢＣＧ・三種混合・ＭＲ混合

 個・南病  ＭＲ混合

181716
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 新聞・段ボール  福地

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ 可燃  福地

 不燃  名川Ａ・南部Ａ

 ビン  名川Ｂ・南部Ｂ

 個・名病  三種混合・ＭＲ混合

252423
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 雑・チラシ・古布・その他の紙・  

 缶・ビン・ペット  福地

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 乳相  ぼたんの里

 ４相  ぼたんの里

 個・南医  ＭＲ混合

 可燃  福地

 不燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 ビン  名川Ａ・南部Ａ

 個・名病  三種混合・ＭＲ混合

432
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 不燃  福地

 個・川外  三種混合・ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 個・南医  三種混合

 可燃  福地

 不燃  名川Ａ・南部Ａ

 ビン  名川Ｂ・南部Ｂ

 個・名病  三種混合・ＭＲ混合

 個・南病  三種混合

11109
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 缶・ビン・ペット  福地

 個・川外  三種混合・ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ 可燃  福地

 不燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 ビン  名川Ａ・南部Ａ

 個・名病  三種混合・ＭＲ混合

 個・南病  ＭＲ混合

 1・6  …１歳６カ月児健康診査（H19.6～H19.7生）受付12時～12時20分

 乳相  …乳児相談（H20.9～H20.11生）受付 9 時30分～10時、（H20.2～H20.4生）受付10時～10時30分

 ４相  …４歳児健康相談（H16.5～H16.7生）受付13時～13時30分　 ２歯  …２歳児歯科健康診査（H18.7～H18.8生）受付12時50分～13時10分

 乳健  …乳児健康診査（H20.6～H20.7生）受付12時30分～13時

WEDNESDAYTUESDAYMONDAY

ごみの収集はありませんので、ご注意
ください
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まちの話題

今後も町民の健康維持に努める
体育指導委員の八木田さんに感謝状

　体育指導委員の八木田憲司さん（福地地区苫米

地）が、３０年にわたり同委員として地域スポーツ

振興のために貢献した功績が認められ、社団法人

全国体育指導委員連合から感謝状が贈られまし

た。

　八木田さんは「これからもスポーツを通じて、

町民の健康維持に努めていきたい」と話していま

した。

感謝状を手にする八木田さん

積極的な活動が認められる
民生委員・児童委員の久保さんに表彰状

　民生委員・児童委員の久保 正  司 さん（福地地区
まさ し

杉沢）が、同委員としての長年にわたる積極的な

活動が認められ、厚生労働大臣から表彰状が贈ら

れました。

　久保さんは「身にあまる受賞です。これからも

地域のために尽くしていきたい」と決意を新たに

していました。

作文でも自分の気持ちを素直に書くこ
とを心掛けている真麻さん

全国読書感想文コンクールで銀賞を受賞
南部中学校３年の谷内真麻さん

　「小さい頃、お母さんが本を読

んでくれたので自然と本が好きに

なりました」と、やさしい笑顔で

話す谷内 真  麻 さん（南部中３年）
ま あさ

が、第５２回全国学芸科学コンクー

ル読書感想文部門中学生の部で、

銀賞を受賞しました。

　 真  麻 さんが選んだ本は太宰治の
ま あさ

「人間失格」。授業で「走れメロス」

を読んで県出身の太宰作品に興味

を持ったそうで「作者の心情が素

直に表れているところが気に入っ

ている」と言います。

　作品に対する自分の思いを相手

にも読んでもらえればと、感想文

を書き始めた 真  麻 さん。時間をか
ま あさ

けて書いたのですが、まとまりが

なく読む相手に伝わらないと思

い、先生のアドバイスを受けなが

ら完成度を高めていきました。

　作品は、デーリー東北児童生徒

読書感想文コンクール中学生の部

で最高賞の青森県知事賞に選ば

れ、全国コンクールへと進みま

す。最高賞に次ぐ銀賞受賞の知ら

せに 真  麻 さんは「県知事賞のうれ
ま あさ

しさが残っていたので、ただただ

驚きました。家族はわたし以上に

喜んでいます」と笑顔。

　同じ年代である同級生に、自分

の作品を読んでもらえてうれしい

と話す 真  麻 さんを、国語科の越後
ま あさ

俊之教諭は「言葉だけをとらえる

のではなく、その裏にある作者の

意図を考えて読み取ることができ

る」と、読みの深さを高く評価し

ます。

　明るく素直で誠実。そして周り

の生徒から信頼されている 真  麻 さ
ま あさ

んは将来、司法関係の仕事に就き

たいと話します。好きな推理小説

をよく読むとのことで「これから

もたくさんの本を読みたいです」

と目を輝かせていました。

これからも地域のために尽くしますと話す久保さん

個人情報保護のため
ホームページへの掲載は

省略します。
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TOWN  TOPICS

２０年の取り組みが評価される
ゼネラル・レクラーク部会が奨励賞を受賞

　まべち農業協同組合ゼネラル・レクラーク部会

（泉山茂会長）が、青森市で開かれた攻めの農林水

産業推進大会で「意欲溢れる攻めの農林水産業奨

励賞」を受賞しました。

　徹底した品質管理と厳選出荷による高級果物と

してのブランドの確立を図るとともに、加工品の

開発販売による収益力の向上に努めた同部会の取

り組みが評価されたもので、泉山会長は「部会設

立からちょうど２０周年の受賞をうれしく思う。今

後も、レクラークを町の果樹振興に役立てていき

たい」と決意を新たにしていました。

元気な声が響きわたる
小・中学生が剣道寒稽古

　１月５日から向小学校体育館を会場に剣道寒稽

古が行われ、小・中学生約３０人が技術の習得や心

身の鍛錬に励みました。

　最終日の１１日、主催する町剣道協会の福田 征  夫 
ゆき お

会長が「勇気を持ち元気を出して、内容のある立

派な試合を見せてください」とあいさつ。その後

の昇級試験を兼ねた試合で剣士たちは、大きな声

を体育館中に響かせながら、寒稽古の成果を発揮

して相手に技を決めていました。

管内唯一の受賞
福田小と名川中が交通安全検定成績優秀校

　福田小学校と名川中学校が、全国の小学６年生

および中学２年生を対象とした交通安全検定で成

績優秀校に選ばれ、青森県警察本部から盾が贈ら

れました。

　小学校、中学校とも三戸警察署管内唯一の受賞

で、福田小学校代表の森山 優 さんは「クラスみん
ゆう

なで喜んでいます。これからも交通ルールを守り

ます」、名川中学校２学年プログラム委員長の 日 
ひ

 渡  和  貴 くんは「交通ルールを守って交通事故に遭
わたし かず き

わないよう気をつけたい」と話していました。

最高賞の金賞受賞に喜ぶ
名久井小学校金管バンド部

　名久井小学校金管バンド部が、昨年１２月にさい

たまスーパーアリーナで行われた「第３６回マーチ

ングバンド・バトントワーリング全国大会」で、

最高賞の金賞を受賞しました。

　同大会への出場は３回目。昨年の銀賞に続く受

賞で、金賞受賞は４年ぶり２回目です。

　受賞の報告に工藤町長を訪れた部長の佐々木 舞 
ま

 美 さん（６年）は「今年一番上手に演奏できた。
み

金賞受賞はとてもうれしい」、副部長の 日  沢  華  乃 
ひ ざわ か の

さん（６年）は「信じられない」と、うれしそう

に話していました。

剣士たちは試合で寒稽古の成果を発揮していました

賞状を手に笑顔の泉山会長

工藤町長を訪れた佐々木部長（右）と日沢副部長。金管バ
ンド部は先月、受賞報告を兼ねた演奏会で地域の人に感
謝の気持ちを込めた演奏を披露しました

福田小６年生代表の森山さん（左）と、名川中２学年プロ
グラム委員長の日渡くん（右）

個人情報保護のためホームページへの掲載は省略します。

個人情報保護のためホームページへの掲載は省略します。
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お 知

ら せ

　

チ
ェ
リ
ウ
ス
で
は
、
達
者
村
農

業
観
光
振
興
会
の
提
供
に
よ
り
、

剪
定
枝
を
活
用
し
た
果
樹
の
花
ミ

ニ
枝
束
を
作
製
し
て
、
チ
ェ
リ
ウ

ス
利
用
者
へ
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

■
対
象　

レ
ス
ト
ラ
ン
、
会
議
、

宴
会
な
ど
の
利
用
者
。

■
ミ
ニ
枝
束　

サ
ク
ラ
ン
ボ
、桃
、

リ
ン
ゴ
、
梅
の
４
種
類
。
開
花

し
て
い
る
も
の
か
ら
開
花
直
前

の
も
の
ま
で
。

■
期
間　

２
月　

日
□土
 

か
ら
３

２１

月
１
日
□日
 

ま
で
。

　

１
日
限
定　

束
。
１
人
２
束
ま

４０

で
で
、
毎
日　

時
か
ら
限
定
数

１１

が
無
く
な
り
次
第
終
了
。

■
問
合
せ
先　

チ
ェ
リ
ウ
ス

☎
０
１
７
８
・　

・
１
０
０
１

７６

■
期
日
・
場
所

▽
２
月　

日
□金
 

＝
町
営
市
場

１３

▽
２
月　

日
□月
 

＝
ぼ
た
ん
の
里

２３

■
時
間　

９
時　

分
～　

時　

分

３０

１１

３０

■
内
容　
 
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
、

　

体
脂
肪
測
定
、
腹
囲
測
定
、
健

診
結
果
の
説
明

■
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

　

ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

皆
さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
で

す
。
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
未
就
学
の
お
子
さ
ん
は

保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

２
月　

日
□日
 
２２

■
時
間　
　

時
～　

時　

分

１０

１０

３０

■
場
所　

名
川
中
学
校
図
書
室
１

　

階
■
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
ぼ
た
ん
の
里
内
）

☎
０
１
７
９
・　

・
３
１
１
７

３４

■
期
日　

２
月　

日
□土
 
２８

■
時
間　
　

時
～　

時　

分

１１

１１

４５

■
場
所　

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち

■
内
容　

水
の
中
で
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
全
身
を
動
か
す
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

■
対
象　
　

歳
以
上
の
人
。

１５

■
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２５

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

バ
ー
デ

ハ
ウ
ス
ふ
く
ち

☎
０
１
７
８
・　

・
２
８
５
０

８４

　

現
在
は
剣
吉
小
学
校
に
な
っ
て

い
る
「
剣
吉
城
跡
」
を
中
心
に
、

機
能
時
の
構
造
や
周
辺
城
館
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
学
び
ま
す
。

■
期
日　

３
月
７
日
□土
 

■
時
間　
　

時　

分
～　

時

１３

３０

１５

■
場
所　

剣
吉
公
民
館

■
講
師　

日
本
考
古
学
協
会
・
小

山
彦
逸
氏
（
七
戸
町
）

■
内
容　

講
話
「
南
部
町
内
の
城

　

館
跡
に
つ
い
て
」

■
申
込
み　

不
要

■
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
ぼ
た
ん
の
里
内
）

☎
０
１
７
９
・　

・
３
１
１
７

３４

　

町
文
化
協
会
南
部
支
部
で
は
、

次
に
よ
り
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

■
期
日　

２
月　

日
□水
 
１１

相談案内

す
こ
や
か
出
前
健
康

相
談

ミニ枝束

果
樹
の
花
ミ
ニ
枝
束
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

開催案内

お
は
な
し
会

information

南部町の人口と世帯数
（平成２１年１月２０日現在）

対先月比

人 口

男

女

世帯数

開催案内

舞
踊
の
祭
典

今月の納期

　 国民健康保険税  （８期分）

　介  護  保  険  料  （８期分）

　後期高齢者保険料  （８期分）

　■納期限　３月２日□月 
　■口座振替日　２月２５日□水 
　■問合せ先

　　税務課　☎ ０１７９・３４・２１１１

行政相談・人権相談

■日時　３月５日□木   １３～１５時
■場所　福地公民館、中央公

民館、剣吉公民館（人権相談

のみ）、ぼたんの里

■問合せ先

△

行政相談は総務課

　☎ ０１７８・８４・２１１１

△

人権相談は住民生活課

　☎ ０１７９・３４・２１１１

参加募集

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
体
験

教
室

参加募集

南
部
ふ
る
さ
と
塾

21,522人　
10,341人　
11,181人　
7,445世帯

（− 22）

 （−16）

（−     6）

（−   5）
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　南部町消防団は、あなたの力を

必要としています。18歳以上で心

身ともに健康な人なら性別は問い

ません。地域の防災リーダーとな

る消防団に多くの入団をお待ちし

ています。

■問合せ先　総務課

☎ ０１７８・８４・２１１１

住宅防火の見直しを

　今年に入り、全国において複数

の死者を伴った住宅火災が相次い

で発生しています。八戸広域消防

本部管内においても、今年に入っ

てすでに５件の住宅火災が発生し

１人の負傷者が出ています。

　これからも暖房器具など火気を

使用する機会が多く、住宅火災に

よる死傷者が発生することが強く

懸念されますので、特に次のこと

に注意し、自宅の住宅防火につい

て見直しましょう。

①こんろ・ガステーブルを使ってい

るときは、その場を離れない。

②ストーブの周辺には、燃えやす

いものを置かない。

③寝たばこは、絶対にしない。

　住宅火災から死者を減らす「切り

札」は、住宅用火災警報器の設置で

す。まだ設置していない家庭では、

早期に設置しましょう。

■問合せ先　三戸消防署

☎ ０１７９・２２・１１４０

　

杉
沢
子
ど
も
会
で
は
毎
春
、
杉

沢
小
学
校
校
庭
に
児
童
数
分
の
こ

い
の
ぼ
り
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
い
た
み
が
ひ
ど
く
な
っ

て
き
た
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
こ

い
の
ぼ
り
の
寄
贈
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ご
家
庭
や
近
所
の
人
で
、
寄
贈

し
て
い
た
だ
け
る
人
が
い
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡

を
く
だ
さ
れ
ば
取
り
に
伺
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

杉
沢
小
学
校
（
☎

０
１
７
８
・　

・
３
５
８
２
）

８４

ま
た
は
杉
沢
子
ど
も
会
代
表
・

濱
端
（
☎
０
１
７
８
・　

・
２

８４

７
８
５
）

■
時
間　
　

時
～　

時

１１

１４

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
交
流
プ
ラ
ザ

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
せ
先　

町
文
化
協
会
南
部

支
部
長
・ 
長  
田 

お
さ 

だ

☎
０
１
７
９
・　

・
３
４
５
５

３４

　　

町
文
化
協
会
名
川
支
部
で
は
、

唄
や
踊
り
、
演
奏
な
ど
の
発
表
を

行
い
ま
す
。

■
期
日　

３
月
８
日
□日
 

■
時
間　
　

時
～　

時

１０

１６

■
場
所　

剣
吉
公
民
館

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
せ
先　

町
文
化
協
会
事
務

局
・
浜
渡

☎
０
１
７
８
・　

・
０
７
７
７

７５

■
期
日　

２
月　

日
□日
 
１５

■
時
間　
　

時
～

１０

■
場
所　

名
川
町
民
ホ
ー
ル
「 
楽 ら

 
楽 
ホ
ー
ル
」

ら

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
せ
先　

郷
土
芸
能
保
存
会

事
務
局
・
大
向

☎
０
１
７
８
・　

・
２
８
１
４

７６

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
改
正
さ

れ
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
、
エ

ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗

濯
機
に
加
え
、
新
た
に
液
晶
テ
レ

ビ
お
よ
び
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、
衣

類
乾
燥
機
が
、
４
月
か
ら
リ
サ
イ

ク
ル
の
対
象
品
目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
製
品
が
不
用
に
な
っ

た
と
き
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
を
支

払
い
、
買
っ
た
お
店
ま
た
は
買
い

換
え
る
と
き
の
お
店
に
引
き
取
っ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

町
内
の
ご
み
集
積
所
に
は
絶
対

に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

環
境
衛
生
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

８４

　

病
気
や

ケ
ガ
な
ど

で
輸
血
を

必
要
と
し
て
い
る
人
の
命
を
救
う

た
め
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
健

１６

６９

康
な
人
に
献
血
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

受
付
時
に
、
運
転
免
許
証
な
ど

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
の
提
示

を
求
め
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

■
期
日　

３
月
６
日
□金
 

■
時
間
・
場
所

▽
９
時　

分
～　

時
／
名
川
分
庁

３０

１２

舎
▽　

時　

分
～　

時
／
名
川
病
院

１３

３０

１６

■
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

開催案内

南
部
町
郷
土
芸
能
発
表

大
会

開催案内

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

寄贈依頼

不
用
に
な
っ
た
こ
い
の

ぼ
り
を
探
し
て
い
ま
す

法令改正

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の

対
象
を
拡
大

南部町消防団
新入団員募集

献血案内

献
血
に
ご
協
力
を
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町営地方卸売市場販売状況（１2月16日〜平成21年１月15日分）

前年単価（円）キロ単価（円）売上額（千円）販売数量（手）品　名

114833,24038,982ふじ

1067635,523464,973サンふじ

946678611,884着色ふじ

99564,66182,642王林

115381,14029,780紅玉

97634607,320金星

766172011,840短根人参

461315193,977長人参

54461,42431,057赤かぶ

1241673,25419,460ゴボウ

981063,67234,652土付ゴボウ

16613215,451116,720長芋

9941,14534,92730,514にんにく

346472311,332キャベツ

104944,38546,570ねぎ

72441,39731,924土付ねぎ

3343131,5915,079ほうれん草

3023098,42127,239干柿

4,9147,9091,732219干菊

●申告用の市場販売実績報告書を発行しています。

●今月の休場日
　２月８日□日 、１１日□水 、１５日□日 、２２日□日 、２５日□水 
 　 ３月１日□日 、４日□水 、８日□日 、１１日□水 

下水道（農業集落排水）にご加入を

　下水道（農業集落排水）は、各家庭からの汚

れた水を下水管を通して処理場まで運び、きれ

いな水に戻す役割をしています。

　わたしたちの家庭で使われた水がそのまま捨

てられると、汚れた水が家の周りにたまって悪

臭を放ったり、ハエや蚊などが発生して生活環

境を悪くします。さらに、わたしたちの町を流

れる馬淵川を汚し続けることにもなります。

　住みよいまちづくりのためにも、下水道整備

が完了している地域にお住まいの皆さんは、下

水道に加入してくださるようお願いします。

■地区別の加入率

△

苫米地地区　（平成１０年供用開始）７９％

△

下名久井地区（平成１２年供用開始）６２％

△

片岸地区　　（平成１３年供用開始）６６％

△

上名久井地区（平成１９年供用開始）１５％

△

福田地区　　（平成２０年供用開始）１５％

　
■排水設備工事について

　下水道への接続工事を行うことができるの

は、南部町指定排水設備業者です。詳しくはお

問い合わせください。

■問合せ先　環境衛生課 ☎０１７８・８４・２１１１

　

原
材
料
価
格
や
仕
入
価
格
の
高

騰
に
よ
り
、
売
り
上
げ
の
減
少
や

収
益
が
圧
迫
さ
れ
る
中
小
企
業
者

の
資
金
繰
り
を
「
原
材
料
価
格
高

騰
対
応
等
緊
急
保
証
制
度
」
で
支

援
し
ま
す
。

■
対
象　

原
油
・
原
材
料
価
格
や

仕
入
価
格
高
騰
の
影
響
を
強
く

受
け
て
い
る
６
９
８
業
種
に
属

す
る
事
業
を
行
い
、
市
町
村
長

の
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
者
。

指
定
さ
れ
て
い
る
６
９
８
業
種

に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ （h

ttp
://w
w
w
.

c
h
u
sh
o
.m
e
ti.g
o
.jp
/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
保
証
限
度
額　

２
億
８
千
万
円

■
保
証
料
率　

０
・
８
％

■
保
証
期
間　
　

年
以
内

１０

■
保
証
人　

法
人
代
表
者
以
外
、

原
則
と
し
て
不
要
。

■
必
要
書
類　

申
込
書
類
お
よ
び

市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
認
定

書
（
５
号
）」

■
取
扱
期
限　

平
成　

年
３
月　

２２

３１

日
■
問
合
せ
先　

青
森
県
信
用
保
証

協
会

☎
０
１
７
・
７
２
３
・
１
３
５
１

制度案内

緊
急
保
証
制
度

工　　期契約額（円）請負業者工事場所工　　事　　名

自：２０年１２月２３日
至：２１年３月２３日

８,４００,０００㈲赤石工務店苫米地地区第2苫米地駅前団地進入道路改良舗装工事

自：２０年１２月２３日
至：２１年３月２５日

２,９７３,６００㈱富士通エフサス東北支社役場総務課内ＬＧＷＡＮサービス提供装置設置工事

 ■問合せ先　財政課 ☎０１７８・８４・２１１１公共工事契約状況  （１２月１８日入札分）
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お 知 ら せ information

川
柳
ま
べ
ち
吟
社　

題
「
出
合
い
」

出
合
い
か
ら
泣
い
て
笑
っ
て
二
人
連
れ

大
海
に
群
れ
る
鰯
も
縁
が
あ
り　
　

さ
わ
や
か
な
笑
顔
と
出
合
う
散
歩
道　

神
様
が
結
ん
で
く
れ
た
赤
い
糸　
　
　

目
が
合
っ
て
う
ち
の
子
犬
に
な
り
ま
し
た

旧
友
と
ば
っ
た
り
妻
の
長
話　
　
　
　
　
 

そ
れ
ぞ
れ
の
出
合
い
ド
ラ
マ
の
万
華
鏡　
 

 
野
田　

敏
子

小
笠
原　

覚

堀
合　

寿
江

河
守
田
唯
志

田
中　

久
子

久
保
田
芙
美

出
町　

國
子

会員募集

自
衛
隊
南
部
町
父
兄
会

　

自
衛
隊
南
部
町
父
兄
会
は
、
町

出
身
の
隊
員
と
そ
の
父
兄
相
互
の

理
解
と
親
善
を
図
り
、
防
衛
意
識

の
高
揚
と
自
衛
隊
の
健
全
な
発
展

育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、昨
年
１
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
目
的
に
賛
同
す
る

自
衛
隊
員
お
よ
び
父
兄
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

☎
０
１
７
９
・　

・
２
１
１
１

３４

　

次
に
よ
り
、
剣
吉
駅
前
駐
車
場

な
ど
駐
車
す
る
自
動
車
の
車
種

お
よ
び
車
両
番
号
の
確
認
が
で

き
る
も
の

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

財
政
課 

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

８４

　

冬
期
間
は
路
面
が
凍
結
し
た
り
、

雪
が
積
も
る
と
非
常
に
滑
り
や
す

く
な
り
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
追
突

事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
１
割

の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
、
２
倍
の
車

間
距
離
、
３
分
早
め
の
出
発
で
、

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
吹
雪
な
ど
に
よ
り
視
界
が
不
良

な
と
き
は
、
昼
間
で
も
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
「
自
分
で
見
る
」「
相

手
に
見
せ
る
」
を
実
践
し
ま
し

　

ょ
う
。

▽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
通
過
で
雪
煙

が
発
生
し
視
界
が
奪
わ
れ
た
と

き
は
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン

ド
ル
を
避
け
、
ア
ク
セ
ル
を
緩

め
る
だ
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
下
り
坂
の
途
中
で
ブ
レ
ー
キ
を

強
く
踏
ん
だ
り
、
不
用
意
な
シ

フ
ト
ダ
ウ
ン
は
ス
リ
ッ
プ
を
招

き
ま
す
。
十
分
な
減
速
と
適
切

な
ギ
ア
に
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
し
、

エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
効
か
せ

な
が
ら
坂
を
下
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

▽
福
地
駐
在
所

　

☎
０
１
７
８
・　

・
２
３
５
４

８４

▽
名
川
駐
在
所

　

☎
０
１
７
８
・　

・
２
０
１
３

７６

▽
南
部
駐
在
所

　

☎
０
１
７
９
・　

・
３
１
４
１

３４

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
団
体
活
動
に
最
適
な

保
険
で
す
。
５
人
以
上
の
団
体
で

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
対
象
事
故　

グ
ル
ー
プ
活
動
中

の
事
故
、
往
復
中
の
事
故
。

■
保
険
期
間　

４
月
１
日
～
翌
年

３
月　

日
（
途
中
で
加
入
し
た

３１

場
合
は
、
加
入
手
続
き
の
翌
日

か
ら
３
月　

日
ま
で
）

３１

■
掛
金　

１
人
年
額
６
百
円
～
９

千
円
（
活
動
内
容
、
年
齢
に
よ

　

っ
て
異
な
り
ま
す
）

■
問
合
せ
先　

財
団
法
人
ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
青
森
県
支
部

☎
０
１
７
・
７
８
２
・
６
９
８
４

の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
所
在
地　

南
部
町
大
字
剣
吉
字

大
坊　

番
地　

１３

６３

■
募
集
区
画　
　

区
画

１２

■
使
用
期
間　

平
成　

年
４
月
１

２１

日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま

２２

３１

で
（
自
動
更
新
可
）

■
使
用
料　

月
額
３
千
円

■
申
込
受
付　

随
時

■
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
車
検
証

募集案内

剣
吉
駅
前
駐
車
場

使
用
者
募
集

安全保険

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

編集後記　今年の成人式会場
も華やかでした。その新成人が生

まれたのは昭和６３年４月から。実

は、わたしが役場で働き始めたの

も昭和６３年４月。赤ちゃんが大人

に成長したというのに、自分はと

いうと…月日の経つのは早いもの

ですね。　　　　　　　　　　（と）

事故注意

冬
道
の
ス
リ
ッ
プ
事
故

に
注
意

あたたかい善意に感謝

　１月１８日に名川町民ホール

「 楽  楽 ホール」で、さくら新舞会
ら ら

（大向 雪  藏 会長）主催の「第９回
ゆき ぞう

チャリティー演芸発表会」が開

かれ、同会からスリッパ約８０足

を寄贈していただきました。ス

リッパは、同ホールで大切に使

わせていただきます。ありがと

うございました。

工藤町長へ目録を手渡す大向会長
（右）。チャリティー演芸発表会は長
時間にわたって新舞踊などを披露
し、２００人を超える来場者を楽しま
せていました。
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第１４号

　

第　

回　

月
定
例
会
は
、

１９

１２

　

月
５
日
か
ら　

日
ま
で
７

１２

１１

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
成　

年
度
各
会
計

２０

補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改

正
、
人
事
案
件
、
意
見
書
案

等
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
７
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
町
側
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

主
な
案
件

◎
人
権
擁
護
委
員
の

候
補
者
の
推
薦
に
同
意

※
国
民
の
基
本
的
人
権
の
侵

犯
を
監
視
・
救
済
し
、
人

権
思
想
の
普
及
・
高
揚
に

努
め
る
委
員
。
法
務
大
臣

が
委
嘱
し
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金
を

万
円
に
増
額

38

問合せ先
　議会事務局 ☎ 0178・84・2111

澁　

田　

三　

孝　

氏

（
福　
　

田
）

工　

藤　

由
利
子 
氏

（
下
名
久
井
）

◇条　例

原案可決南部町健康増進センター条例等の一部を改正する条例

〃南部町農村地域工業等導入指定地区における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例

〃南部町国民健康保険条例の一部を改正する条例

〃南部町工場誘致条例の一部を改正する条例

〃南部町農林漁業体験実習館チェリウス条例の一部を改正する条例

〃
南部町承認企業立地計画に従って設置される施設に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改

正する条例

◇人　事

原案同意人権擁護委員の候補者の推薦

◇予　算

原案可決平成２０年度南部町一般会計および特別会計補正予算（９件）

◇請願・陳情

採　択南部町福地消防団第二分団屯所移転の請願書

〃「非核日本宣言」を求める意見書採択の陳情について

〃内ノ沢・鳥谷線（その他２２１１）、鰻沢・飛鳥線（その他２２１５）の道路整備について

〃作和・市ノ渡線（その他２１０１）、一ノ渡・水沢線（その他２００１）、農道法光寺１１号線（１７０番）の道路整備について

〃
町道日渡・葉柴線（その他１７２４）の県道軽米・名川線の交点から、中沢田・柏木線（その他１７２５）の一

部をとおり、沢田・助川線（２級路線）に結ぶ農道（葉柴山地区、中沢田地区）の道路整備について

◇議員提案意見書

原案可決「非核日本宣言」を求める意見書案

※詳しい議案審議内容は、議会事務局までお問い合わせください。

１２月定例会に提出された案件と審議結果

出
産
育
児
一
時
金
を

　

万
円
に
増
額

38

≪ １２月の補正状況 ≫

補 正 後補 正 額会　計　名

１０６億３,４６１万１,０００円７,７３５万９,０００円一 般 会 計

６０億１,９９９万２,０００円１,５１５万１,０００円
特 別 会 計
（８会計の合計）

・議員行政視察研修旅費　　　　　　　　１７５万円

・個人住民税年金特別徴収システム改修費　６００万円

・介護保険特別会計繰出金　　　　　　　５０４万円

・臨時職員（保育士）賃金　　　　　　　４０９万円

・バーデハウス施設改修工事費　　　　　２６２万円

一般会計補正予算の主な内容

※議案に対する質疑は３１ページに掲載しています。

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

出
産
育
児
一
時
金
を

万
円
に
増
額

38
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議会だより

質

問　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。
マ

イ
ナ
ス
要
因
を
解
決
す
る
た

め
に
も
、
プ
ラ
ス
に
す
る
不

足
分
を
考
慮
し
、
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
た
く
さ
ん
の
参
加
を

促
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
雇
用
条
件
で
あ

る
報
酬
は
、
満
足
度
を
満
た

し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁

心
の
教
室
相

談
員
は
、
福
地
中
学
校
と
名

川
中
学
校
、
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
は
、
福
地
小
学

校
、
剣
吉
小
学
校
、
名
久
井

小
学
校
、
向
小
学
校
、
南
部

小
学
校
、
南
部
中
学
校
に
配

置
し
て
い
ま
す
。

　

心
の
教
室
相
談
員
は
、
児

童
生
徒
が
抱
え
る
悩
み
事
な

ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
第

三
者
的
な
立
場
で
、
生
徒
が

抱
え
る
悩
み
事
や
ス
ト
レ
ス

を
和
ら
げ
る
存
在
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
配
置
し
て

い
ま
す
。
資
格
は
教
員
免
許

を
有
す
る
者
と
し
、
勤
務
条

件
は
１
日
４
時
間
、
週
３

日
、
年　

週
、
４
５
６
時
間

３８

で
、
１
時
間
当
た
り
千
円
で

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
小
中
学
校
の
通
常
学
級

に
在
籍
す
る
学
習
障
害
や
多

動
傾
向
お
よ
び
介
助
を
必
要

と
す
る
な
ど
、
特
別
な
配
慮

が
必
要
な
児
童
生
徒
の
学
校

生
活
の
支
援
を
す
る
目
的
で

配
置
し
て
い
ま
す
。
資
格
は

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一

般

質

問

学
校
支
援
に
つ
い
て

工藤　幸子　議員

教
員
免
許
を
有
す
る
者
と

し
、
勤
務
条
件
は
１
日
５
時

間
、
週
５
日
、
年　

週
、
９

３８

５
０
時
間
、
１
時
間
当
た
り

千
円
で
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
町
内
の
小
中
学
校
の
通

常
学
級
で
支
援
が
必
要
な
児

童
生
徒
数
は　

人
ほ
ど
で
、

６２

全
児
童
生
徒
に
対
す
る
割
合

は
３
・
４
％
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
全
国
的
に
は
５
％

程
度
と
い
わ
れ
、
増
加
傾
向

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

配
置
事
業
は
青
森
県
が
事
業

主
体
と
な
り
、
拠
点
校
と
し

て
南
部
中
学
校
、
そ
こ
か
ら

派
遣
校
と
し
て
福
地
中
学
校

と
向
小
学
校
が
指
定
さ
れ
、

１
人
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
格
は
臨
床
心
理
に
関
し
て

高
度
で
専
門
的
な
知
識
・
経

験
を
有
す
る
者
（
臨
床
心
理

士
、
精
神
科
医
、
大
学
の
教

授
な
ど
の
職
に
あ
る
者
、
ま

た
は
あ
っ
た
者
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
勤
務
条
件
は
１
日

に
つ
き
８
時
間
を
超
え
ず
、

２
週
間
に
つ
き　

時
間
を
超

６０

え
な
い
範
囲
で
１
校
当
た
り

年
間　

週
、
２
８
０
時
間
を

３５

原
則
と
し
て
い
ま
す
。
報
酬

は
、
資
格
者
で
１
時
間
当
た

り
７
千
２
６
０
円
、
準
資
格

者
で
３
千
５
０
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、

子
ど
も
の
抱
え
る
問
題
を
心

理
的
な
問
題
と
と
ら
え
、
児

童
生
徒
お
よ
び
保
護
者
に
対

す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

し
て
、
個
々
の
悩
み
や
問
題

の
解
決
に
向
け
た
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

質

問　

公
共
下
水
道
の
処

理
施
設
工
事
が
開
始
さ
れ
た

が
、
環
境
汚
染
や
町
民
の
健

康
に
害
は
な
い
の
か
。
騒
音

お
よ
び
振
動
、
地
下
へ
の
薬

品
の
浸
透
や
周
辺
の
果
実
畑

へ
の
影
響
は
。
町
民
が
納
得

で
き
る
証
を
示
し
て
ほ
し
い
。

町
長
答
弁　

南
部
地
区
公

共
下
水
道
事
業
は
平
成　

年
１７

度
か
ら
着
手
し
、
今
年
９
月

に
南
部
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

発
注
を
し
て
い
ま
す
。
第
１

期
工
事
は　

ヘ
ク
タ
ー
ル
と

５０

し
、
完
成
は
平
成　

年
度
で

２３

す
が
、
南
部
町
浄
化
セ
ン

タ
ー
は
平
成　

年
度
中
に
完

２２

成
す
る
予
定
な
の
で
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
一
部
供
用
を

２３開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

汚
水
は
、
バ
ク
テ
リ
ア
等

に
よ
り
浄
化
お
よ
び
沈
殿
工

程
を
繰
り
返
し
て
馬
淵
川
に

放
流
さ
れ
ま
す
。
南
部
町
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
水
質
基
準

は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
（
生
物
的
酸

素
要
求
量
）
の
数
値
が
、
１

リ
ッ
ト
ル
当
た
り　

ミ
リ
グ

２０

ラ
ム
に
義
務
付
け
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
南
部
町
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
排
水
は
、
そ
の
数
値

を
下
回
る
１
リ
ッ
ト
ル
当
た

り　

ミ
リ
グ
ラ
ム
に
設
定
し

１５
て
排
出
す
る
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
町
に
は
こ
の
ほ

か
７
つ
の
集
落
排
水
施
設
等

が
稼
動
し
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
の
施
設
も
基
準
を
守
っ

て
い
ま
す
。

下
水
道
処
理
施
設
は

安
全
な
の
か

南部地区に建設中の南部町浄化センター（仮称）
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質

問

青
森
県
で
は
、
ハ

ク
チ
ョ
ウ
の
餌
付
け
を
当
分

の
間
自
粛
を
す
る
よ
う
に
と

い
う
方
針
を
示
し
た
が
、
町

で
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

対
し
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
対
応
は
。

町
長
答
弁　

青
森
県
主
催

の
会
議
で
の
情
報
交
換
、
万

一
に
備
え
た
防
疫
対
応
の
た

め
の
図
上
訓
練
の
実
施
、
町

内
で
個
人
が
飼
育
し
て
い
る

愛
玩
飼
養
者
の
把
握
調
査
を

し
て
い
ま
す
。
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
、
養
鶏
業
者
へ
の

影
響
の
み
な
ら
ず
、
社
会
へ

の
影
響
が
大
変
大
き
い
た

め
、
ま
ず
早
期
発
見
と
迅
速

な
対
応
が
重
要
で
あ
り
、
市

町
村
や
関
係
団
体
で
構
成
す

る
「
三
八
地
域
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
緊
急
連
絡

会
議
」
を
組
織
し
、
連
絡
会

議
を
中
心
と
し
た
活
動
と
緊

急
連
絡
体
制
整
備
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
独
自
に
情
報

の
収
集
や
総
合
的
な
対
策
を

実
施
す
る
目
的
で
「
南
部
町

家
畜
伝
染
病
防
疫
対
策
連
絡

本
部
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

飛
来
地
へ
の
看
板
の
設
置
や

広
報
紙
に
掲
載
し
て
野
鳥
の

餌
付
け
自
粛
の
お
願
い
を
呼

び
か
け
る
な
ど
、
発
生
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
森
県
で
は
平
成

　

年
１
月
に
「
新
型
イ
ン
フ

１８ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」、

平
成　

年
３
月
に
は
初
期
対

１９

応
の
整
備
（
医
療
の
確
保
、

ま
ん
延
防
止
、
情
報
管
理
等

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
）、

平
成　

年
度
に
は
「
医
療
確

１９

保
計
画
」
を
策
定
し
、
今
年

度
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
応
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
青
森
県
で
設
置

す
る
「
三
八
地
域
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
協
議
会
」

等
に
出
席
す
る
な
ど
、
国
・

県
等
の
情
報
を
共
有
し
、
連

携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ

の
対
応
に
つ
い
て

沼畑　俊一　議員

町
長
答
弁　

教
育
委
員
会

が
実
施
す
る
社
会
体
育
事
業

は
体
育
協
会
と
連
携
の
も
と

に
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
体

育
協
会
の
傘
下
に
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
町
か
ら
遠
征
費
等

を
補
助
し
、
県
大
会
出
場
に

は
行
政
バ
ス
を
使
用
し
て
支

援
を
し
て
い
ま
す
。
教
育
委

員
会
委
嘱
の
体
育
指
導
委

員
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、
体

育
協
会
と
の
連
携
強
化
が
大

事
で
、
地
域
の
方
々
の
力
を

お
借
り
し
な
が
ら
、
今
後
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
発
展
の
た

め
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

社
会
教
育
課
長
答
弁

南
部

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
６
単

位
団
体
（
な
ん
ぶ
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
剣
吉
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
名
久
井
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
福
地
小
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
福
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
福
田
杉
沢
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
）
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
大
半
が
学
校
施

設
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
登
録
団
員

２０

数
は
３
７
９
人
で
、
指
導
者

は
地
域
の
保
護
者
を
中
心
に

　

人
の
方
が
登
録
さ
れ
て
い

５０ま
す
。

「
青
森
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
医
療
確
保
計
画
」
で
は
、

既
存
の
医
療
機
関
の
収
容
能

力
を
超
え
た
場
合
は
、
知
事

の
判
断
に
よ
り
、
医
療
機
関

以
外
の
患
者
収
容
施
設
を
設

置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
町
村
の
公
的
施
設
が

想
定
さ
れ
、
知
事
か
ら
の
要

請
を
受
け
て
、
市
町
村
が
設

置
運
営
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

い
か
に
し
て
、
鳥
か
ら

人
、
人
か
ら
人
へ
の
感
染
を

未
然
に
防
い
で
い
く
か
と
い

う
こ
と
が
、
一
番
の
基
本
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質

問　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
健

康
づ
く
り
、
精
神
的
な
発
達

な
ど
重
要
な
面
を
担
っ
て
お

り
、
ま
た
、
全
町
参
加
の
町

民
運
動
会
の
開
催
や
県
民
駅

伝
町
の
部
で
の
優
勝
な
ど
、

合
併
後
の
各
地
区
の
融
合
に

と
て
も
い
い
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
入
り
口
と

な
る
小
学
校
で
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
育
成
は
、
非
常
に

重
要
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
現
状
と
今
後
の
育
成
方

針
は
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
現
状

と
今
後
の
育
成
方
針
は

なんぶスポーツ少年団（空手道）

野鳥の飛来地に設置した看板

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

社
会
教
育
課
長
答
弁

質

問
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議会だより

質

問　

子
ど
も
の
い
る
世

帯
か
ら
も
一
律
に
保
険
証
を

取
り
上
げ
て
い
る
実
態
が
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
資
格
証
明
書
を
子

ど
も
の
い
る
世
帯
に
は
発
行

し
な
い
考
え
は
な
い
の
か
。

子
ど
も
の
い
る
世
帯
に
資
格

証
明
書
を
発
行
し
て
い
る
具

体
的
な
理
由
は
。

町
長
答
弁　

資
格
証
明
書

は
、
災
害
や
特
別
な
事
情
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長

期
に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険

税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
、

納
付
相
談
の
機
会
を
確
保
す

る
た
め
に
交
付
し
て
い
る
も

の
で
す
。
資
格
証
明
書
の
発

行
判
断
は
、
国
の
運
用
方
針

に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
世

帯
や
保
険
税
の
滞
納
状
況
を

資
格
証
明
書
発
行
を

　

中
止
で
き
な
い
の
か

立花　寛子　議員

込
み
等
を
試
算
中
で
す
が
、

利
用
者
、
サ
ー
ビ
ス
量
が
増

え
れ
ば
、
必
然
的
に
介
護
保

険
料
が
高
く
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。

質

問　

介
護
報
酬
の
引
き

下
げ
に
よ
り
、
介
護
事
業
所

の
労
働
条
件
は
劣
悪
に
な
っ

て
い
ま
す
。
町
独
自
で
介
護

施
設
の
職
員
の
人
件
費
に
補

助
を
行
う
な
ど
、
改
善
し
て

い
く
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長
答
弁　

毎
年
町
で
は

集
団
指
導
を
し
て
、
利
用
者

に
関
す
る
処
遇
等
の
改
善
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管

理
者
お
よ
び
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
担
当
者
の
必
須
条
件
で
あ

る
管
理
者
研
修
お
よ
び
実
践

研
修
へ
積
極
的
に
事
業
所
の

職
員
を
推
薦
し
て
お
り
、
事

業
所
の
職
員
が
よ
り
良
い
環

境
で
働
け
る
よ
う
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

質

問　

旧
名
川
町
の
大
切

な
税
金
で
建
て
ら
れ
、
生
活

者
の
努
力
で
保
た
れ
て
き
た

雇
用
促
進
住
宅
を
、
無
償
で

譲
り
受
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。
も
う
一
度
考
え
直

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
答
弁　

現
在　

戸
の

６０

う
ち　

戸
が
入
居
し
て
い
ま

１０

す
が
、
平
成　

年
度
ま
で
に

２３

す
べ
て
退
去
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
無
償
の
要

件
は
な
く
、
約
１
億
円
弱
で

譲
渡
は
ど
う
か
と
い
う
話
し

で
し
た
。
将
来
的
な
財
政
的

負
担
増
な
ど
か
ら
、
譲
渡
を

希
望
し
な
い
と
い
う
結
論
に

達
し
て
い
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
整
備
は
、
平

成　

年
３
月
に
策
定
し
た

１９

「
南
部
町
住
生
活
基
本
計
画
」

に
基
づ
い
て
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
建
設
中
の
第
２
苫
米

地
駅
前
団
地
の
ほ
か
、
老
朽

化
の
た
め
建
て
替
え
が
必
要

な
広
場
団
地
、
高
屋
敷
団

地
、
五
日
市
団
地
を
、
新
た

に
「
ひ
ろ
ば
台
団
地
」
と
し

て
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、

必
要
戸
数
を
確
保
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

十
分
確
認
す
る
と
と
も
に
、

国
保
滞
納
者
措
置
認
定
委
員

会
で
審
議
を
重
ね
て
い
た
だ

い
た
後
に
発
行
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
い
る
滞
納
世

帯
は
特
に
十
分
な
配
慮
が
必

要
で
あ
り
、
機
械
的
な
運
用

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯

４
千　

世
帯
の
う
ち
保
険
税

４０

の
滞
納
世
帯
は
６
９
８
世

帯
、
そ
の
う
ち
資
格
証
明
証

を
発
行
し
て
い
る
世
帯
は
１

１
８
世
帯
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

月
現
在
で
資
格
証
明

１１

書
を
発
行
し
て
い
る
世
帯
の

う
ち
、
子
ど
も
の
い
る
世
帯

数
は　

世
帯
と
な
っ
て
い
ま

２２

す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
と
加
入
者
の

相
互
扶
助
で
成
り
立
つ
社
会

保
障
制
度
で
あ
る
た
め
、
保

険
税
の
収
納
は
保
険
運
営

上
、
極
め
て
重
要
と
な
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
資
格
証
明

書
を
発
行
し
な
い
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
現
在

発
行
し
て
い
る
方
々
は
一
切

連
絡
が
な
い
状
況
な
の
で
、

や
む
を
得
ず
発
行
し
て
い
ま

す
。

質

問　

来
年
４
月
か
ら
の

介
護
保
険
料
は
、
現
在
と
比

較
し
て
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。
町
の
努
力
で
介
護
保
険

料
、
利
用
料
の
引
き
下
げ
は

で
き
る
と
思
う
が
、
引
き
下

げ
る
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長
答
弁　

当
町
の　

歳
６５

以
上
の
高
齢
者
人
口
は
毎
年

　

人
程
度
増
加
し
て
お
り
、

６０特
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
方
の
多
い
年
齢
層

（　

歳
以
上
の
高
齢
者
）
が
増

７５加
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
要
介

護
・
要
支
援
認
定
者
も
毎
年

　

人
程
度
増
加
し
て
お
り
、

３０介
護
給
付
費
に
お
い
て
も
、

平
成　

年
度
の
決
算
ベ
ー
ス

１９

で
対
前
年
度
比
６
・
５
％
増

の　

億
５
千
万
円
と
な
っ
て

１８
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成　

年
度
か
ら

２１

　

年
度
に
係
る
第
４
期
の
介

２３護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
中

で
、
高
齢
者
人
口
や
要
介
護

認
定
者
の
推
計
、
そ
れ
に
伴

う
給
付
費
お
よ
び
事
業
量
見

来
年
４
月
か
ら
の

介
護
保
険
料
は

雇
用
促
進
住
宅
は

存
続
で
き
な
い
の
か

第２苫米地駅前団地



28広報なんぶちょう　２月号

ビ
ス
の
低
下
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
。

町
長
答
弁　

特
別
会
計
に

対
す
る
繰
り
出
し
は
、
個
別

法
の
規
定
や
繰
り
出
し
基

準
、
公
営
企
業
の
性
質
上
、

能
率
的
な
経
営
を
し
て
も
、

な
お
そ
の
収
入
の
み
で
経
営

す
る
こ
と
が
客
観
的
に
困
難

で
あ
る
経
費
に
対
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
お
り
、
継
続

的
、
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
一
般
会
計
と
同

様
、
さ
ら
な
る
経
費
節
減
努

力
や
収
入
確
保
対
策
に
努
め

る
こ
と
に
よ
り
、
繰
り
出
し

額
の
圧
縮
は
可
能
な
の
で
、

引
き
続
き
経
営
改
善
に
努
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

質

問　

道
州
制
が
実
施
さ

れ
た
場
合
、
今
ま
で
の
町
政

の
あ
り
方
、
広
域
行
政
等
は

ど
の
よ
う
に
様
変
わ
り
し
て

い
く
の
か
。

町
長
答
弁　

基
礎
自
治
体

と
な
る
市
町
村
へ
ど
の
程
度

の
事
務
権
限
や
財
源
が
移
譲

さ
れ
る
の
か
、
道
、
あ
る
い

は
州
と
基
礎
自
治
体
と
の
関

係
が
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、

具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
行
政
改
革
の
推

進
と
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
な
が
ら
、
国
の
動
向
に
注

視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質

問　

来
年
度
の
予
算
編

成
方
針
お
よ
び
主
要
事
業
内

容
と
財
源
は
。
そ
の
事
業
に

よ
り
、
町
政
全
般
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
良
き
波
及
効
果

を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁

国
税
収
入
の
伸

び
悩
み
か
ら
地
方
交
付
税
の

減
額
を
想
定
し
、
行
財
政
の

簡
素
効
率
化
や
歳
出
の
抑
制

を
徹
底
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
効
率
・
効
果
的
に
提
供
し

て
、
町
総
合
振
興
計
画
の
着

実
な
推
進
を
目
指
し
た
予
算

を
編
成
し
て
い
き
た
い
。

　

新
規
事
業
は
防
災
行
政
用

無
線
整
備
事
業
を
予
定
し
て

お
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
財
源
は
合
併

特
例
債
の
充
当
を
見
込
み
、

効
果
は
災
害
時
の
住
民
に
対

す
る
情
報
伝
達
の
迅
速
・
正

確
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

質

問　

中
長
期
的
な
時
間

を
必
要
と
す
る
継
続
事
業
計

画
が
あ
れ
ば
、
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
れ
ら
を
推
進

す
る
上
で
の
基
本
的
な
考
え

方
の
基
準
は
。

町
長
答
弁　

行
政
改
革
大

綱
お
よ
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
た
事
務
の
効
率
化

や
経
費
節
減
に
努
め
な
が

ら
、
事
務
事
業
の
新
設
、
統

合
、
廃
止
を
検
討
し
、
事
務

事
業
の
優
先
順
位
付
け
を
し

て
、
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
新
規
事
業
は
財
政

計
画
の
見
直
し
に
よ
り
、
事

業
実
施
の
可
否
や
事
業
実
施

期
間
の
妥
当
性
、
総
合
振
興

計
画
等
の
策
定
済
み
各
種
計

画
と
の
整
合
性
を
判
断
し
て

か
ら
、
事
業
に
着
手
し
て
い

き
た
い
。

質

問　

経
済
が
マ
イ
ナ
ス

成
長
と
予
測
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
前
提
と
し
、
国
・
県
の
財

政
悪
化
に
伴
う
町
財
政
に
対

す
る
具
体
的
な
影
響
は
。

町
長
答
弁　

８
月
に
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
平
成　

年
度

２１

の
地
方
財
政
収
支
の
仮
試
算

で
は
、
地
方
交
付
税
は
対
前

年
度
比
３
・
９
％
の
減
と
試

算
し
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響

は
普
通
交
付
税
で
１
億
８
千

３
０
０
万
円
の
減
と
な
り
、

平
成　

年
度
の
予
算
編
成
は

２１

非
常
に
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

景
気
後
退
が
長
引
い
た
場

合
は
、
過
去
の
例
か
ら
も
補

助
・
交
付
金
の
廃
止
、
ま
た

は
補
助
率
の
削
減
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

質

問　

こ
こ
数
年
間
の
町

税
の
収
納
状
況
は
。
今
後
の

町
税
収
納
の
見
通
し
、
町
財

政
の
あ
り
方
は
。

町
長
答
弁　

町
税
の
収
納

に
は
、経
済
成
長
、税
制
改

正
、納
税
対
象
人
口
の
変
動
、

収
納
体
制
、収
納
環
境
等
の

要
因
が
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

す
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
税

の
収
納
は
、
ま
す
ま
す
厳
し

い
状
況
に
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
の
で
、
収
納
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質

問　

一
般
会
計
か
ら
他

会
計
へ
の
安
易
な
繰
り
出
し

は
、
実
質
的
に
は
行
政
サ
ー

景
気
悪
化
に
よ
る

町
財
政
へ
の
影
響
は

川守田　稔　議員

来
年
度
の
主
要
事
業

と
予
算
規
模
は

《 町 税 の 収 納 状 況 》

収納率収入済額調 定 額年　度

９７.１％１３億８,６６３万円１４億２,７３９万円現年課税分
普通税

１７年度
１２.５％ １,２９６万円１億３６８万円滞納繰越分

９２.３％７億３,９０３万円８億４３万円現年課税分
国保税

１４.５％２,１１８万円１億４,６４１万円滞納繰越分

９７.３％１４億２,８５５万円１４億６,８５４万円現年課税分
普通税

１８年度
５.６％７３６万円１億３,１４８万円滞納繰越分

９１.８％６億４,６６２万円７億４５９万円現年課税分
国保税

７.５％１,４０２万円１億８,６６４万円滞納繰越分

９６.９％１４億８,８１８万円１５億３,６３９万円現年課税分
普通税

１９年度
５.１％７７１万円１億５,１３５万円滞納繰越分

９０.８％７億１,６８６万円７億８,９３０万円現年課税分
国保税

１３.８％２,８７１万円２億８４０万円滞納繰越分

※普通税とは、市町村民税、固定資産税、軽自動車税、市町村たばこ税などです。

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

質

問

町
長
答
弁

質

問
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議会だより

質

問　

町
が
進
め
て
い
る

観
光
農
業
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
今
後
と
、
高
校
の

学
科
再
編
は
大
き
な
関
わ
り

が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長
答
弁　

「
県
立
高
等
学

校
教
育
改
革
第
３
次
実
施
計

画
」
で
は
、
職
業
系
の
専
門

学
科
見
直
し
の
方
向
性
と
し

て「
産
業
社
会
の
変
化
な
ど

に
対
応
し
、
こ
れ
ま
で
専
門

化
、
細
分
化
し
て
き
た
学
科

に
つ
い
て
、
生
徒
の
志
願
・

入
学
状
況
、
進
路
希
望
、
地

域
の
産
業
動
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
再
編
整
備
を
進
め
る
」

と
記
述
し
て
い
ま
す
。
地
域

を
生
か
せ
る
再
編
に
な
る
よ

う
に
、
要
望
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質

問　

農
業
振
興
ば
か
り

で
は
な
く
、
卒
業
後
、
親
元

か
ら
通
勤
で
き
る
範
囲
に
安

心
し
て
働
く
場
が
な
け
れ

ば
、
こ
の
地
域
の
発
展
は
な
い

と
思
う
が
。

町
長
答
弁　

通
勤
可
能
な

八
戸
市
と
連
携
し
な
が
ら
、

企
業
誘
致
を
図
る
こ
と
は
非

常
に
大
事
に
な
っ
て
く
る
の

で
、
今
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

質

問　

今
後
の
産
業
教

育
、
産
業
高
校
の
方
向
と
し

て
、
参
考
と
な
る
よ
う
な
具

体
例
が
あ
れ
ば
、
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

町
長
答
弁　

山
形
県
の
新
庄

農
業
高
校
と
新
庄
工
業
高
校

が
、
農
工
一
体
の
専
門
学
校

と
し
て
開
校
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
農
、
工
一
体

と
な
り
う
ま
く
取
り
組
ん
で

い
る
学
校
な
の
で
、
運
営
等

に
つ
い
て
参
考
に
す
べ
き
点

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質

問　

農
林
水
産
省
が

農
地
の
集
約
の
た
め
、
２
０

０
９
年
度
に
「
農
地
の
賃
貸

や
売
買
を
仲
介
す
る
制
度
」

を
新
設
す
る
と
の
新
聞
記

事
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
制
度

新
設
の
経
緯
と
背
景
、
町
の

対
応
は
。

町
長
答
弁　

耕
作
放
棄
地

が
増
大
す
る
な
か
、
農
地
の

有
効
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え

つ
つ
、
５
項
目
（
農
地
情
報

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
向
け
た
き

め
細
や
か
な
取
り
組
み
の
実

施
、
優
良
農
地
の
確
保
対
策

の
充
実
・
強
化
、
農
地
の
面

的
集
積
を
促
進
す
る
仕
組
み

の
全
国
展
開
、
所
有
者
か
ら

利
用
へ
の
転
換
す
る
農
地
の

有
効
利
用
の
促
進
）
の
取
り

組
み
か
ら
、
改
革
を
具
体
化

し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

町
の
対
応
と
し
て
は
、
農

地
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

で
は
、
県
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
が
実
施
主
体
と

な
り
、
県
内
各
市
町
村
の
協

力
の
も
と
で
今
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
の

取
り
組
み
で
は
、
平
成　

年
１９

度
に
農
家
全
体
に
耕
作
放
棄

地
の
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
平
成　

年
度
に
は
そ

２０

の
集
計
お
よ
び
実
地
検
証
を

し
て
い
ま
す
。

質

問　

具
体
的
に
農
家
に

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
与

え
る
の
か
。
現
在
よ
り
、
土

地
取
引
制
度
を
大
幅
に
規
制

緩
和
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長
答
弁　

現
在
、
法
制
上

の
措
置
等
の
詳
細
は
不
明
で

す
が
、
農
地
法
を
改
正
し
、

戦
後
続
け
て
き
た
「
農
地
を

持
つ
自
作
農
が
作
物
を
つ
く

る
」
と
の
原
則
を
見
直
し
、

農
地
の
借
用
を
原
則
自
由
化

し
、
利
用
し
や
す
さ
重
視
の

方
針
に
転
換
を
図
る
と
と
も

に
企
業
参
入
を
促
進
し
、
大

規
模
化
で
効
率
を
高
め
、
食

料
自
給
率
の
向
上
と
耕
作
放

棄
地
解
消
を
図
る
こ
と
な
ど

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
農
業
へ
の
参
入

を
し
や
す
く
す
る
た
め
、
農

地
法
に
定
め
て
い
る
農
地
を

耕
作
目
的
で
取
得
ま
た
は
借

り
入
れ
す
る
場
合
の
下
限
面

積
を
、　

ア
ー
ル
か
ら　

５０

２０

ア
ー
ル
に
引
き
下
げ
、
農
地

利
用
の
し
や
す
さ
を
重
視
し

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
少
し

で
も
荒
廃
地
等
を
な
く
す
る

た
め
に
は
、
取
得
し
や
す

い
、
借
り
や
す
い
制
度
を
打

ち
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

質

問　

町
内
二
つ
の
県
立

高
校
の
現
状
と
今
後
の
方
向

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
。

町
長
答
弁　

豊
か
で
生
き
が

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
教

育
に
あ
る
こ
と
は
誰
し
も
が

認
め
る
こ
と
で
あ
り
、
人
づ

く
り
を
目
指
し
、
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
、
生
涯
学
習

機
会
の
充
実
と
学
校
支
援
を

文
武
両
道
に
わ
た
っ
て
続
け

て
い
ま
す
。
名
久
井
農
業
高

校
、
南
部
工
業
高
校
の
両
校

と
も
そ
の
存
在
は
大
き
く
、

地
域
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
る
の
で
、
大
変
重
要
な
学

校
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
合
っ
た
学
校
、
学
科

を
確
保
す
る
よ
う
県
に
強
く

訴
え
て
い
き
た
い
。

町
内
二
つ
の
高
校
の

今
後
の
あ
り
方
は

根市　　勲　議員

今
後
の
農
地
取
引
制
度

の
あ
り
方
は

県立名久井農業高等学校



30広報なんぶちょう　２月号

質

問

「
定
住
自
立
圏
構

想
」
の
先
行
実
施
団
体
に
選

定
さ
れ
た
が
、
応
募
か
ら
選

定
ま
で
の
経
緯
と
予
定
さ
れ

る
事
業
や
予
算
は
。

町
長
答
弁　

８
月　

日
に

２２

青
森
県
か
ら
説
明
が
あ
り
、

八
戸
市
が
７
町
村
長
（
南
部

町
、三
戸
町
、五
戸
町
、田
子

町
、階
上
町
、新
郷
村
、お
い

ら
せ
町
）
の
賛
同
を
得
て
、

８
月　

日
に
「
八
戸
圏
域
」

２９

で
の
応
募
を
し
て
い
ま
す
。

９
月　

日
に
八
戸
市
の
副
市

１１

長
等
が
総
務
省
に
出
向
い
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
、　

月
１０

　

日
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

２８
　

経
済
活
性
化
や
農
林
水
産

業
の
推
進
、
豊
か
な
暮
ら
し

実
現
の
施
策
を
想
定
し
て
お

り
、
平
成　

年
度
中
に
施
策

２１

「
定
住
自
立
圏
構
想
」の

内
容
と
町
へ
の
影
響
は

工藤　久夫　議員

の
後
、
児
童
館
運
営
協
議
会

や
地
区
住
民
説
明
会
の
実
施

を
考
え
て
い
ま
す
。
南
部
幼

稚
園
舎
は
昭
和　

年
に
建
設

４４

さ
れ
、
雨
漏
り
や
耐
震
診
断

に
よ
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。

各
種
関
係
者
に
よ
る
検
討
委

員
会
を
設
け
な
が
ら
、
統
廃

合
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
次
世

代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画

策
定
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
予
定
な
の
で
、
そ

の
中
で
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質

問　

現
在
の
経
済
状
況

や
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
急

激
な
変
化
に
合
わ
せ
て
、
次

の
改
革
プ
ラ
ン
を
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長
答
弁　

集
中
改
革
プ

ラ
ン
は
、
進
捗
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
、
社
会
経
済
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
に
見
直

し
て
修
正
・
追
加
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成　
２２

年
度
以
降
の
集
中
改
革
プ
ラ

ン
は
、
現
在
の
進
捗
状
況
や

国
の
動
向
、
特
に
財
政
状
況

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
作
成
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

ご
と
に
関
係
す
る
市
町
村
が

協
定
を
結
ん
で
、
事
業
を
進

め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

質

問　

「
八
戸
地
域
の
市

町
村
の
あ
り
方
を
考
え
直
す

機
会
に
な
る
」
な
ど
の
新
聞

報
道
に
対
す
る
所
見
は
。

町
長
答
弁　

先
行
実
施
団

体
と
し
て
選
定
さ
れ
た
ば
か

り
な
の
で
、
今
後
の
協
議
に

お
い
て
町
の
考
え
を
し
っ
か

り
と
主
張
し
て
い
き
た
い
。

質

問　

想
定
さ
れ
る
財
政

支
援
や
県
か
ら
の
権
限
移
譲

の
具
体
的
な
内
容
は
。

　

ま
た
、
町
民
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
の
効
果
と
し
て
期
待
さ
れ

る
こ
と
は
。

町
長
答
弁　

総
務
省
で
示

し
た
構
想
で
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
分

野
（
情
報
通
信
技
術
分
野
）

へ
の
支
援
、
中
心
市
に
対
す

る
財
政
措
置
（
交
付
税
、
地

方
債
）、
中
心
市
へ
の
都
道

府
県
の
権
限
の
移
譲
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
将
来
に
わ
た

り
圏
域
内
で
暮
ら
し
て
い
く

た
め
、
生
活
基
盤
や
医
療
、

教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
連

携
・
役
割
分
担
を
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
企
業
誘
致
や
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
・
拡
充
、
地
域
内
完
結
型

の
医
療
体
制
整
備
等
の
実
施

を
検
討
し
た
い
。

質

問　

集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
進
捗
状
況
と
現
在
ま
で
の

経
過
に
対
す
る
評
価
は
。

町
長
答
弁　

目
標
年
度
よ

り
早
く
実
施
で
き
た
項
目
は

５
項
目
、
計
画
通
り
に
で
き

た
項
目
は　

項
目
、
検
討
を

６７

継
続
中
あ
る
い
は
検
討
に
着

手
し
て
い
る
項
目
が　

項
２２

目
、
未
着
手
の
項
目
が　

項
２８

目
、
全
体
の
達
成
率
は
約　
６０

％
、
継
続
中
と
着
手
し
て
い

る
も
の
を
含
め
る
と　

％
と

７７

な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

も
含
め
た
民
間
委
託
等
の
検

討
が
、若
干
遅
れ
て
い
ま
す
。

質

問　

多
く
の
町
民
か
ら

民
間
委
託
に
関
す
る
意
見
を

よ
く
聞
く
が
、
具
体
的
に
考

え
ら
れ
る
事
業
は
。

町
長
答
弁　

基
本
的
に
は
、

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
窓
口

業
務
を
除
く
多
く
の
業
務
や

施
設
の
管
理
運
営
で
、
民
間

委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
が
可
能
で
あ
り
、
チ
ェ

リ
リ
ン
村
や
チ
ェ
リ
ウ
ス
、

体
育
施
設
、
福
祉
施
設
、
児

童
館
、
保
育
園
、
幼
稚
園
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

質

問　

保

育

園
、
児

童

館
、
幼
稚
園
の
統
廃
合
や
民

間
委
託
の
見
通
し
は
。
認
定

こ
ど
も
園
の
よ
う
な
運
営
を

検
討
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

少
子
化
傾
向

が
続
く
な
か
、
今
後
、
児
童

館
の
利
用
者
増
は
見
込
め
な

い
た
め
、
保
育
園
の
民
営
化

を
見
据
え
な
が
ら
統
廃
合
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成　

年
１
月
中
に

２１

は
、
保
護
者
の
方
々
へ
児
童

館
の
運
営
状
況
等
を
説
明
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

取
り
組
み
状
況
は

老朽化している南部幼稚園舎

主主主主主主主主主主
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主

な

質

疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑

質

問

　

町
長
が
認
め
た
場
合
に
、

出
産
育
児
一
時
金
を
上
乗
せ

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
単

純
に　

万
円
か
ら　

万
円
に

３５

３８

な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
。

回

答

　

産
科
医
療
補
償
制
度
等
に

加
入
す
る
医
療
機
関
等
で
出

産
し
た
場
合
に
、
３
万
円
を

上
乗
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

産
科
医
療
補
償
制
度
等
は

保
険
の
よ
う
な
形
の
制
度

で
、
加
入
し
て
い
る
医
療
機

関
で
は
３
万
円
の
掛
金
が
加

算
さ
れ
る
た
め
に　

万
円
と

３８

な
り
ま
す
。
加
入
し
て
い
な

い
場
合
は　

万
円
の
出
産
費

３５

で
済
む
と
い
う
考
え
で
す
。

　

そ
の
制
度
加
入
の
有
無
に

つ
い
て
は
、
医
療
機
関
が
入

院
時
等
に
説
明
し
ま
す
。

質

問

　

農
林
漁
業
体
験
実
習
館

（
チ
ェ
リ
ウ
ス
）
事
業
特
別

会
へ
の
繰
出
金
は
、
今
年
度

ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
。

チ
ェ
リ
ウ
ス
の
利
用
状
況
と

今
後
の
見
通
し
は
。

◇
南
部
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
平
成　

年
度
南
部
町
一
般

20

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

質

問　

新
南
部
町
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
体
制
は
、
地

元
を
最
優
先
す
べ
き
で
あ
り
、

地
元
農
家
の
人
た
ち
が
丹
精

込
め
て
つ
く
り
上
げ
た
安
心
・

安
全
な
農
産
物
を
、
ぜ
ひ

使
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
市
場
仲
卸
人
、
仲

買
人
の
役
割
も
重
要
で
、
品

薄
に
な
っ
た
野
菜
、
果
物
の

仕
入
れ
は
、
市
場
関
係
者
な

ら
で
は
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
り
ま
す
。
地
元
業
者
と
の

か
か
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
考

え
、
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長
答
弁　

給
食
用
食

材
の
納
入
業
者
は
、
各
給
食

セ
ン
タ
ー
で
年
１
回
納
入
業

者
を
公
募
し
、
登
録
申
請
を

受
け
、
給
食
物
資
納
入
業
者

と
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

工藤　正孝　議員

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
運
営
方
法
は

納
入
業
者
に
は
、
毎
月
の
献

立
に
よ
り
必
要
な
食
材
の
見

積
も
り
を
依
頼
し
て
い
ま

す
。
見
積
も
り
に
当
た
っ
て

は
地
産
地
消
を
最
優
先
す
る

旨
を
周
知
し
て
お
り
、
見
積

も
り
入
札
の
際
も
産
地
を
指

定
す
る
な
ど
し
て
、
野
菜
に

関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
地
元

業
者
が
納
入
し
て
い
ま
す
。

　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
こ

の
給
食
用
物
資
納
入
業
者
登

録
の
方
法
に
よ
り
、
給
食
用

物
資
は
安
全
で
安
心
な
、
そ

し
て
安
価
な
食
材
を
基
本
と

し
、
地
産
地
消
を
最
優
先
に

選
定
し
て
、
購
入
し
て
い
き

た
い
と
考
え
検
討
し
て
い
ま

す
。
地
元
業
者
の
方
々
も
給

食
用
物
資
納
入
業
者
の
登
録

を
し
て
い
た
だ
き
、
見
積
も

り
入
札
に
で
き
る
だ
け
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質

問　

里
バ
ス
の
町
内
循

環
や
町
民
運
動
会
の
統
合
な

ど
、
着
々
と
新
町
と
し
て
の

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
町
民
の
他
地
域
へ
の

理
解
が
進
ん
で
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
３
地
域
そ
れ
ぞ
れ

の
素
晴
ら
し
い
観
光
名
所
、

歴
史
な
ど
広
く
知
っ
て
も
ら

い
、
ま
た
、
他
町
、
他
県
か
ら

の
旅
行
者
の
方
々
に
も
、
新

南
部
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
地
域
理
解
を
図

る
た
め
、
ご
当
地
検
定
を
提

案
し
ま
す
。

町
長
答
弁　

あ
る
一
定
の

地
域
に
関
す
る
文
化
、
歴
史

等
、
知
識
を
は
か
る
ク
イ
ズ

方
式
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

地
域
の
知
名
度
向
上
手
段
と

し
て
は
大
変
意
義
あ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
達
者

村
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
企

画
部
会
、
宣
伝
部
会
な
ど

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

委
員
の
方
々
も
ご
当
地
検
定

に
大
変
興
味
を
示
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

新
南
部
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の

よ
い
と
こ
ろ
を
お
互
い
に
理

解
し
合
い
、
お
互
い
の
地
区

を
尊
重
し
合
え
る
こ
と
が
大

事
な
の
で
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

ご
当
地
検
定
に

取
り
組
む
考
え
は

回

答

　

今
回
の
補
正
後
で
は
、
２

千
９
３
０
万
７
千
円
と
な
り

ま
す
。　

月
末
現
在
の
利
用

１０

者
数
は
２
千
９
６
１
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
入
館
者
数
が

減
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
は
、

大
学
の
運
動
部
や
サ
ー
ク
ル

な
ど
に
対
し
て
も
営
業
活
動

を
し
て
い
き
た
い
。

入館者が減少しているチェリウス

※
本
会
議
で
の
議
案
に
対
す
る

　
　
　

質
疑
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



「
ぼ
た
ん
」「
赤
松
」「
う
ぐ
い
す
」
町
の
シ
ン
ボ
ル
が
決
ま
る

南
部
町
の
花
木
鳥
を

制
定
し
ま
し
た
。

　

南
部
町
花
木
鳥
選
定
委
員
会
（
赤

平
實
委
員
長
）か
ら
昨
年　

月
に「
町

１２

の
花
、
町
の
木
、
町
の
鳥
の
制
定
」

に
つ
い
て
の
答
申
を
受
け
、
町
は
１

月
６
日
に
「
町
の
花
・
木
・
鳥
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

　

町
の
花
は
、
東
北
随
一
の
美
し
さ

と
も
称
さ
れ
る
長
谷
ぼ
た
ん
園
で
咲

き
競
う
「
ぼ
た
ん
」。
町
の
木
は
、
名

松
百
選
に
選
ば
れ
た
法
光
寺
の
千
本

松
で
知
ら
れ
る
「
赤
松
」。
町
の
鳥

は
、
春
に
町
内
で
そ
の
鳴
き
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
「
う
ぐ
い
す
」
で

す
。

　

花
木
鳥
は
１
月
６
日
、
新
年
互
礼

会
の
式
典
で
工
藤
町
長
が
会
場
に
集

ま
っ
た
人
に
発
表
し
た
ほ
か
、
式
典

後
の
祝
宴
で
は
、
花
木
鳥
候
補
に
ご

応
募
い
た
だ
い
た
人
の
中
か
ら
抽
選

で
選
ば
れ
た
応
募
当
選
者
一
人
一
人

に
、
工
藤
町
長
か
ら
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

町の花「ぼたん」

応募当選者

中村祐子さん（名川地区平）

　ぼたん園いっぱいにやさしい香

りを漂わせながら咲き誇る百花の

王・ぼたん。かぐわしい香りとと

もに優雅に花咲くぼたんは、未来

に向かって花開く町の姿にぴった

りだと思います。

町の木「赤松」

応募当選者

 間  部 ヤサ子 さん（福地地区福田）
ま べ

　町の木を考えたとき、法光寺の

千本松しかないと思いました。松

並木一本一本には名前があり、主

人も「観音の松」と名付けている

ことから、夫婦そろって千本松に

は縁があると感じています。

町の鳥「うぐいす」

応募当選者

木村一雄さん（名川地区上名久井）

　時代が変わってもうぐいすの鳴

き声は変わりません。うぐいすの

鳴き声は、わたしには「目標に向

かって頑張れ」と言っているよう

に聞こえ、癒しと勇気をもらって

います。


